


1日目は農場での食事や動物ふれあい、2日目はアーミッシュの伝統体験、3日目
はアート散策、など複数日のツアープランを提案して宿泊滞在を促進
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寄
附
を
募
る
の
は
地
域
共
通
の
価
値
を
構

築
す
る
た
め
」
と
お
話
し
で
し
た
ね
。
こ

う
し
た
理
念
の
下
で
財
団
を
設
置
す
る
の

は
、
日
本
で
も
可
能
で
し
ょ
う
。

財
団
こ
そ
が
住
民
と
観
光
を
つ
な

ぐ
存
在
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
活
動
を

身
近
に
感
じ
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
地
域

事
業
者
に
、
地
域
貢
献
の
手
段
と
し
て
寄

附
と
い
う
選
択
肢
を
提
示
で
き
て
い
る
点

も
素
晴
ら
し
い
。
寄
附
に
よ
り
節
税
も
で

き
る
し
地
域
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
と
な

れ
ば
、
賛
同
す
る
企
業
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
担
う
べ
き 

「
観
光
地
域
づ
く
り
」
と
は
…
？

Ｅ
Ｃ
Ｕ
が
移
住
者
支
援
を
行
っ
て

い
る
点
も
特
徴
的（
Ｑ
５
）。
日
本

だ
と
移
住
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
管
轄
で
は
な
い
の

が
一
般
的
で
、
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
。
で
も
、
観
光
で
地

域
を
訪
れ
る
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
２
拠
点
居
住
が
あ
っ
て
、

最
終
段
階
が
定
住
だ
と
考
え
る
と
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
移
住
に
関
す
る
施
策
ま
で
担
う
の
は

非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

日
本
で
も「〝
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ

て
よ
し
〞
の
観
光
地
域
づ
く
り
が

大
事
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、

本
来
は
移
住
を
最
終
目
標
に
す
べ
き
で
す

よ
ね
。
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
と
話
し
て
改
め
て

思
っ
た
の
は
、
日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は「
自
分

た
ち
が
管
理
す
る
の
は
レ
ジ
ャ
ー
ト
リ
ッ

プ
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
を

も
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
い
う
こ

と
。
日
本
で
は「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
＝
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

で
も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
Ｄ
はD

estination

、
つ

ま
り
観
光
地
限
定
で
は
な
く
シ
ン
プ
ル
に

「
目
的
地
」
と
い
う
意
味
で
す
。
だ
か
ら
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
扱
う「
観
光
」
と
は
行
楽
目
的
だ
け

で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
や
移
住
が
目
的
の
訪

問
者
も
含
め
たV

isitor Industry

（
訪

問
者
産
業
）
な
の
だ
と
、「
観
光
」
を
広
義

に
捉
え
直
し
た
う
え
で
、「
地
域
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
れ
が
つ
ま
り
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
が

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
と
し
て
挙
げ
た
、

「
地
域
の
管
理
人
」
と
い
う
話（
Ｑ
５
）
に

つ
な
が
り
ま
す
よ
ね
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
管
轄
す
る
の
はD
esti 

nation

で
あ
り「
地
域
社
会
そ
の

も
の
」
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
て
こ
そ
、

大
学
も
地
域
資
源
の
一
つ
と
し
て
活
用
す

る
考
え
も
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う（
Ｑ
２
）。

当
連
載
の
第
２
回
で
も「
地
域
に
あ
る
有

形
・
無
形
の
資
本
を
洗
い
出
す
こ
と
が
大

事
」
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は

き
ち
ん
と
そ
れ
が
で
き
て
い
る
。
大
学
も

知
的
資
本
や
施
設
を
有
す
る「
地
域
社
会

の
公
器
と
し
て
の
資
産
」
だ
と
見
な
し
て
、

学
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な
ど
で
戦
略
的

に
連
携
し
て
い
ま
す
。

そ
の
地
域
の
資
産
を
最
大
化
す
る

に
は
、
ま
ず
は
地
域
に
何
が
あ
る

か
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は

そ
の
資
産
と
資
産
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
有

効
活
用
す
る
た
め
の
コ
ネ
ク
タ
ー
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
大
事
。
そ
し
て
、
こ
れ

こ
そ
が
よ
く
言
わ
れ
る「
地
域
社
会
の
合

意
形
成
」
っ
て
こ
と
。
合
意
形
成
っ
て「
ハ

レ
ー
シ
ョ
ン
回
避
の
た
め
の
根
回
し
」
と

い
う
場
面
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
合
意
形
成
と

は「
地
域
の
資
産
を
最
大
化
す
る
た
め
の

関
係
性
構
築
」な
ん
で
す
よ
ね
。

目
指
し
た
い
の
は
、 

「
顔
の
見
え
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

地
域
社
会
と
の
関
係
性
構
築
に
向

け
て
は
、
個
人
名
を
出
し
て
の
情

報
発
信
も
大
事
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
は
四
半
期
報
告
書
や
ポ
ッ
ド
キ

ャ
ス
ト
で
、
顔
出
し
・
名
前
出
し
の
活
動

報
告
を
し
て
い
ま
す（
Ｑ
９
）。

Q5 移住者支援事業を
DMOが行う背景は？

Answer
地域全体の魅力と住みやすさを
高めることが私たちの役割である、
との考えに基づく取り組みです
　従来のDMOは訪問者誘致に重点を置いていましたが、
私たちは「デスティネーション・スチュワードシップ」というよ
り広い枠組みの中で活動しています。ECUの役割は単なる
誘客ではなく、地域全体の魅力と住みやすさを高めること
だと考えています。私たちの役割とは、「経済のけん引役」で
あり、「地域社会のコネクター」であり、「地域の管理人

（Place Steward）」だと定義しています。
　地域の魅力と住みやすさを向上させる取り組みの一つが、
移住者支援「シャンバナ・ウェルカム・クルー」です。新たな
住民が地域社会に歓迎され、つながりを感じ、地域に誇り
を持つことができれば、労働力の定着や、優秀な人材の誘
致、長期的な経済成長が促進されるでしょう。それは結果
的に地域活性化につながります。
　そして、住民が活気に満ちていて快適に暮らせる地域は、
訪問者にとっても魅力的でしょう。ですから、「観光地として
の魅力」と「住みやすさ」は相互に補完し合うものであって、
考え抜かれた観光地経営によって得られる成果なのです。

Q4 近隣大都市圏からの訪問者を
日帰りから宿泊滞在へと
導くため何を行っている？

Answer
訪問者の動態・消費調査ツールの
データを基にした6つの戦術があります
　私たちが導入したデータプラットフォームは訪問者の発地、宿
泊先、滞在期間、支出パターンの動向について詳細な情報を提
供してくれます。これらのデータにより、大まかなマーケティング
から精密な需要戦略への転換が可能となりました。
　具体的には、次の6つが挙げられます。①食、芸術、スポーツな
どの体験をパッケージ化した体験パスやキャンペーンを通じ、複
数日間楽しめるプランを提案 ②特に閑散期に、宿泊を促すイベ
ントの誘致・維持 ③訪問者数は多いが滞在期間が短い近隣地
域にターゲットを絞ったデジタルキャンペーン ④予約動向を分
析し、必要に応じてホテル・STVR（短期バケーションレンタル）
間の代替宿泊施設を提案 ⑤「アクセスのよさ、快適な滞在」を
強調（2～3時間のドライブ圏内、エリア内は徒歩圏内に飲食店
や見どころが集中、大都市特有の混雑がなく活気ある街） ⑥オ
フシーズンのユニークで期間限定のコンテンツ創出

Q3 ECU財団を
立ち上げたのはなぜ？

Answer
ECUが短期的な経済効果に、
財団が長期的な成長と価値向上に、
それぞれ重点を置くモデル構築のためです
　ECUの財源の大部分を占める州の助成金と宿泊税といった
公的資金の使途要件は、プロモーションやセールス関連の活動
に限定されます。そのため、観光マーケティングの枠に収まらな
い、地域に根差した活動の資金を得るために、私たちはECU財
団を設立しました。ECU財団の役割は寄附による資金調達と、
地域社会への戦略的投資を行うこと。調達資金はイベント誘致
のインセンティブ支援、人材誘致活動、文化遺産プログラムなど
に使われています。慈善団体として主に地域の銀行と病院から
寄附を受けています。寄附者にとっては寄附金が税控除の対象
となり、スポンサーとして名前が出るなどの利点があります。
　ECUの活動資金のうち寄附金によるものは1割ほどですが、
この割合を増やしたいと思っています。政治的要因によっては公
的資金が必ず得られる保証はなく、公的資金への依存リスクを
減らし、民間資金を活用する必要があると考えているためです。
　民間寄附を募るのは、「地域共通の価値」を構築するためでも
あります。誰もが恩恵を受けるだけではなく、地域の成功の一部
となり、地域に貢献できるという価値を感じてほしいのです。

Q6 多様性の尊重のため
実施していることは？

Answer
歴史的に過小評価されてきた
物語を可視化し、伝え広めています
　私たちはスチュワードシップの実践として、多様性を尊重
する取り組み「シャンペーン郡アフリカ系アメリカ人遺産ト
レイル」を立ち上げました。これは歴史的に過小評価されて
きた物語を保存し、教育・文化的理解や包括的なストーリー
テリングを促すものです。この事業の核心は、物語を提供
したのが170年以上も当地に住み続ける家族のボランティ
アたちである点です。ECUは資金と運営を支援し、物語そ
のものは住民が語る。このプロセスにより、歴史的に過小
評価されてきた、地域のアフリカ系アメリカ人に「声」を与え
ることができたのです。これは地域共通の価値観に基づく
取り組みであると考えています。
　この他、多様な物語を紹介する映画制作や映画祭の支
援、身体・認知障害に関する地域事業者の対応能力評価プ
ログラム、移住者支援といった様々な取り組みを通じて、包
摂的な地域づくりを先導しています。
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ECUが四半期ごとに発行している報告書。月ごとの事業活動ハイライト、調査デ
ータ（地区ごとの宿泊施設の稼働率や平均滞在日数、来訪者の発地、カテゴリ別
消費額など）、ECUスタッフのメッセージなどを写真や図とともに紹介している

金曜夜の屋外音楽ライブや、イリノイ大学キャンパス内「クラナート舞台
芸術センター」での年間300を超す公演など、音楽＆エンタメも盛ん

日
本
で
は
組
織
で
は
な
く
ス
タ
ッ

フ
個
々
を
主
役
に
し
た
報
告
は
あ

ま
り
し
な
い
と
伝
え
た
ら
、
ジ
ェ
ー
ン
さ

ん
は
逆
に
驚
い
て
い
ま
し
た
ね
。
で
も
顔

や
個
人
名
を
出
す
の
は
、
透
明
性
や
説
明

責
任
を
確
保
す
る
た
め
に
は
大
切
で
す
。

説
明
責
任
を
果
た
す
手
段
と
し
て
、

Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
報
告
書
や
ポ
ッ
ド
キ
ャ

ス
ト
の
よ
う
に
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
で

日
常
的
に
情
報
発
信
す
る
の
も
見
習
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
年
１
回
の
事
業
報
告

書
の
よ
う
に
大
掛
か
り
な
も
の
と
は
別
に
、

も
っ
と
住
民
が
気
軽
に
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
構
成
の
も
の
な
ら
、
今
す
ぐ
に
で
も

着
手
で
き
そ
う
で
す
よ
ね
。

そ
う
し
て「
顔
の
見
え
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

に
な
っ
て
こ
そ
、
地
域
社
会
の
信

頼
を
得
ら
れ
て
、
協
力
し
よ
う
と
思
っ
て

も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
し
。「
じ
ゃ
あ
彼
ら

の
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
、
財
団
に
寄

附
を
し
よ
う
」
と
い
う
住
民
や
事
業
者
も

出
て
く
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

ま
た
、
地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
は
、「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
の
根

幹
で
あ
る
と
も
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
は
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
を
５
つ
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て

明
確
に
示
さ
れ
た（
Ｑ
７
）
こ
と
も
、
素
晴

ら
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
っ
て
抽
象

的
に
な
り
が
ち
な
言
葉
を
明
確
に

説
明
で
き
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
実
際
に
行

動
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
Ｅ
Ｃ
Ｕ

は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
を
実
践
す
る
た

め
に
財
団
を
設
置
し
、
地
域
の
資
産
を
洗

い
出
し
て
、
地
域
社
会
と
の
信
頼
関
係
を

元
手
に
資
産
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
地
域

社
会
を
強
化
し
て
い
る
。
だ
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
ス
タ
ッ
フ
は
地
域
を
知
る
こ
と
、
地
域

住
民
に
顔
を
見
せ
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
大
事
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は「
街

Q9 報告書やポッドキャストで
個人にフォーカスして
紹介する意図は？

Answer
透明性と信頼の構築のためであり、
スチュワードシップとは関係性に基づくもの
であるとの信念を反映したものです
　私たちはECU職員、パートナー、協力者の名前を挙げて、四半期
報告書などで彼らの行いを共有しています。誰がどんな仕事をして
いるのかを住民が知ることは、透明性と説明責任の強化につながり
ます。また、観光とは抽象的な産業ではなく、「自分たちに関係する
ものだ」と地域住民に理解されることは、地域社会との信頼関係を
築くうえで重要です。ポッドキャストは地域事業者、アーティスト、市
民リーダーといった観光業界を支える人 を々称えるためのものです。
このプログラムを通じて、「地域の魅力を高めるのはそこで暮らす
人々なのだ」という意識が強化されます。こうして個人のストーリー
が公に認められることは、地域社会の誇りと観光を自分ごととしてと
らえる意識の醸成につながります。そして統計データに、人々の物
語を加えることで、「観光の真の効果」を示すことができます。こうし
たアプローチは「スチュワードシップとは関係性に基づくものであ
る」という私たちの信念を反映しています。私たちは単なる地域の宣
伝役ではなく、地域社会の代表者なのです。

Q8 ECUが地域社会から
期待されている役割は？

Answer
観光という手段を通じて
地域社会を強化することです
　地域の企業や住民から一貫して高い価値があると認識されている
ECUの活動は、主に次の3つです。①経済効果の創出と、経済エコ
システムの強化：IHSA（イリノイ州高校協会）選手権やカンファレン
スといった影響力の大きいイベントを誘致・開催すること。2025年
度はこうしたイベントを通じて、6億3360万ドルの訪問者支出額、
4890人の地域雇用、1940万ドルの地方税を創出しました ②地域
を越えたマーケティング：C-U地域のマーケティング部門として、国内
外の市場で認知度を上げること。これにより観光面だけではなく、
人材や企業の誘致、地域社会の評価向上においても貢献しています 
③地域資産の強化：アフリカ系アメリカ人遺産トレイル、映画制作な
どの取り組みは、地域の価値向上への投資だと住民からみなされて
います。この活動は文化の活性化と長期的な競争力向上、この地に
住むことに対する誇りを育むことにも貢献しています
　「観光」は手段（メカニズム）です。私たちの存在意義は、観光を通
じて「地域社会を強化する」という成果を上げることです。

へ
出
よ
う
」
と
言
い
た
い
で
す
ね
。
地
域

を
見
て
回
っ
て
人
に
会
い
、
こ
の
地
域
資

源
と
地
域
資
源
を
つ
な
い
だ
ら
価
値
が
生

ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
と
考
え
る
貪
欲

さ
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｃ
Ｕ
が
あ
る
地
域
は
超
有
名
な

観
光
名
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
財
団
を
作
っ
た

り
大
学
と
連
携
し
た
り
と
、
こ
れ
だ
け
効

果
的
な
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
目
の
付
け

ど
こ
ろ
次
第
で
、
で
き
る
こ
と
は
様
々
に

あ
る
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ

Ｃ
Ｕ
は
ス
タ
ッ
フ
数
が
特
別
に
多
い
わ
け

で
も
な
く
９
名
で
す
か
ら
ね
、
日
本
も
同

規
模
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
一
般
的
で
し
ょ
う
。

担
当
エ
リ
ア
の
人
口
も
約
24
万
人

で
、
日
本
に
も
同
じ
規
模
の
地
方

都
市
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
Ｅ

Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み
を
見
て
し
ま
う
と
、「
自

分
た
ち
の
地
域
と
は
違
う
、
で
き
な
く
て

も
仕
方
な
い
ん
だ
」
と
は
い
い
訳
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
ね
。

本
当
に
そ
う
で
す
ね
…
！
私
も
気

仙
沼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
と
し
て
、

今
回
の
Ｅ
Ｃ
Ｕ
へ
の
取
材
を
通
じ
て
大
い

に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

Q7 ECUが定義する
「スチュワードシップ
（Stewardship）」とは？

Answer
経済成長と長期的な幸福の
バランスを取りながら、地域社会を
意図的に管理・発展させることです
 「デスティネーション・スチュワードシップ」とは、経済成長と地
域社会の長期的な幸福のバランスを取りながら、「訪問、居住、
就労、投資の場」として地域社会を意図的に管理・発展させるこ
とです。これは従来の「マーケティング」の枠を超え、「責任」を重
視しています。この地域を地域社会共通の資産として大切にし
て、経済的に活気に満ち、真に文化的であり、将来の世代にとっ
て持続可能であるようにする。観光振興はその取り組みの一部
であり、スチュワードシップはその背後にある責任です。
　ECUにおいてスチュワードシップとは次のことを意味します。
①単に数を求めず、インフラや地域社会のキャパシティに合っ
たイベントや訪問者を誘致して戦略的に訪問者を増やし、負担
を最小限に抑えながら経済効果を最大化すること ②地域社会
の資産の保護・価値向上に努めること ③訪問者支出（＝雇用や
公共の安全、インフラ、生活の質を向上させるサービスに充てる、
市の税収を支えるもの）を通じて、観光が地域住民に恩恵をもた
らすようにすること ④自治体や大学、地域事業者、イベント主
催者、地域社会のリーダーたちのコーディネーターおよびコネク
ターとしての役割を担うこと ⑤調査や施設評価などのツールを
通じて、地域がインフラや投資、競争優位性などの長期的な計
画について責任ある意思決定を行う支援をすること

今日からできる
第一歩！

□DMOが担う「観光」を広義に捉え直す
□気軽に見やすい構成を意識して
　オウンドメディアで日常的に活動報告
□街に出て、地域を探究し、対話する
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